
虎ノ門ニュース(2021年1月7日 DHCテレビ)
小さな不正を許したら更に大きな不正がされる

1月13日に放送された虎ノ門ニュースで評論家の石平氏が米国大統領選に
ついて「今回の米国大統領選ではどう考えても不正選挙があったと思う。世
界の民主主義の見本である米国の大統領選で不正選挙があったので民主主義
の危機を感じてる。たとえ小さな不正でも不正選挙は許してはいけない。小
さい不正を許してしまったら更に大きな不正がされる」と不正選挙を許して
はいけないと訴えた。
また石平氏はバイデン政権後の米中関係については「習近平は親密なバイ

デンなら中国が台湾侵攻しても米国対応は遅れると考えてる。中国はハンター
疑惑もあり期待してる」と中国との距離感を危惧すると、弁護士のケント・
ギルバート氏は「FBIはハンター捜査中＆米国議会も国民世論も反中。その
中でバイデンが中国に緩い政策をとれば批判されるし、国務長官達も中国の
覇権主義を無視しない筈」とバイデンと習近平が親密であっても今のアメリ
カ国内状況的に中国に緩い事は出来ないはずと分析した。

誰が大統領になろうと日本は日本人が守るべき
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2021年1月8日（DHCテレビ 虎ノ門ニュース）

他人には厳しく、自分には激アマの立憲民主党議員。
安倍前総理を批判するのであれば、自分達の利益供与・政治資金問題を正してからやるべきでは？
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